
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオバスラインを経由してビデオ信号が供給されるデータラインと、データライン及
びデータラインに接続された画素をプリチャージさせる液晶表示装置において、
　該液晶表示装置は水平同期信号がハイ論理に変化すると最初にハイ論理に変化し、次に
順次ハイ論理に変化する複数の制御信号を発生するディマルチプレクサ制御信号発生部と
、
　ディマルチプレクサ制御信号発生部が発生した複数の制御信号に応答してビデオ信号を
データラインに供給するディマルチプレクサ用トランジスタと、
　複数の制御信号に応答してデータラインを相互に接続するためのプリチャージ用トラン
ジスタとを具備し、
　プリチャージ用トランジスタは隣り合うデータラインの間に直列に２つ接続され、ディ
マルチプレクサ用トランジスタと画素アレイの間に配置されており、
　複数の制御信号は水平同期信号がハイ論理に変化すると最初に全てのディマルチプレク
サ用トランジスタ、プリチャージ用トランジスタに対して、ハイ論理となって全てのデー
タラインを短絡してプリチャージし、プリチャージした次に、順次ハイ論理に変化するこ
とでディマルチプレクサ用トランジスタとプリチャージ用トランジスタを順次ハイ論理に
変化させ、データラインは短絡せずビデオ信号をデータラインに供給することを特徴とす
る液晶表示装置。
【請求項２】
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　データラインが相互短絡される間、ビデオ信号の平均値に該当する信号をデータライン
に供給するためのデータ駆動部をさらに具備することを特徴とする請求項１に記載の液晶
表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は液晶表示装置のデータライン駆動方法に関するもので、特に、データラインのサ
ンプリングスイッチ制御信号を利用してデータラインをプリチャージさせ初期化させるた
めの駆動方法及び液晶表示装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　液晶表示装置は小型、薄型化及び 電力消費の長所を有する平板表示装置である。この
ような液晶表示装置はノートブックＰＣ、事務自動化機器、オディオ /ビデオ機器で利用
されている。特に、アクティブマトリックスタイプの液晶表示装置はスイッチ素子として
薄膜トランジスタ（ Thin Film Transistor：以下“ＴＦＴ”という）を利用して動的なイ
メージを表示するのに好適である。最近には、既存の非晶質シリコンＴＦＴより多くの周
辺駆動回路を集積化することができるポリシリコンＴＦＴに対する研究が活発に進められ
ている。
【０００３】
このような液晶表示装置は図１に示すようにＮｎ個のデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２
、…ＤＬＮｎ）とｍ個のゲートライン（ＧＬ１、ＧＬ２、…ＧＬｍ）の交差部に画素がマ
トリックス形態で配置された画素アレイ（１０）と、Ｎ個のビデオバスライン（ＶＬ１、
ＶＬ２、…ＶＬＮ）とＮｎ個のデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）の間に
設置されてビデオ信号（ Video１、 Video２、… VideoＮ）をデータライン（ＤＬ１１、Ｄ
Ｌ１２、…ＤＬＮｎ）に供給するためのサンプリングスイッチ部（２０）とを具備する。
サンプリングスイッチ部（２０）はＮ個のビデオ信号（ Video１、 Video２、… VideoＮ）
をデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）に供給することでビデオバスライン
（ＶＬ１、ＶＬ２、…ＶＬＮ）の数を減らす。このサンプリングスイッチ部（２０）はＮ
個のビデオバスライン（ＶＬ１、ＶＬ２、…ＶＬＮ）の中のいずれかのラインとｎ個のデ
ータラインの間に接続されたＮ個のディマルチプレクサ（ＤＭＸ１、…ＤＭＸＮ）を含め
て、ディマルチプレクサ（ＤＭＸ１、…ＤＭＸＮ）それぞれはｎ個のＴＦＴを含む。
【０００４】
ＴＦＴ（Ｔ１１、Ｔ１２、…ＴＮｎ）それぞれは制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）につれ
てターンオン（ turn-on）されてＮ個のビデオバスライン（ＶＬ１、ＶＬ２、…ＶＬＮ）
の中のいずれか一つのラインに接続されたディマルチプレクサ入力ライン（ＤＩＬ１、…
ＤＩＬＮ）を経由して供給されるビデオ信号をデータラインに供給する。ＴＦＴ（Ｔ１１
、Ｔ１２、…ＴＮｎ）のゲート端子に供給される制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）はディ
マルチプレクサ制御信号発生部（２２）によって発生される。この制御信号（Φ１、Φ２
、…Φｎ）それぞれは図２のように１水平動機信号（１Ｈ）の間、ビデオ信号に同期して
順次ハイ論理に変化する。このような制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）に応答してＴＦＴ
（Ｔ１１、Ｔ１２、…ＴＮｎ）それぞれは順次ターンオンされて該当ビデオ信号をデータ
ライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）に順次供給する。
【０００５】
一方、画質を改善するために隣接したデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）
には相互反対極性のデータ電圧が供給される。これによって、画素が互いに異なる電圧レ
ベルで充 /放電されて電圧の差が発生する。このような画素の電圧の差は隣接した画素の
間の色信号及び輝度差を招来させ画質を劣化させる。例えば、図３のように第１データラ
イン（ＤＬ１１）に接続された赤色画素は６Ｖで充電されて隣接した緑色画素はー３Ｖで
充電されていて、青色画素は６Ｖで充電されている。この場合、赤色画素、緑色及び青色
画素は隣接した画素とのカップリングによってそれぞれ５ .８Ｖ、ー２ .８Ｖ及び
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、必要な色信号と輝度が得られなくなる。また、データライン（ＤＬ１１、ＤＬ
１２、…ＤＬＮｎ）に相互に反対極性のデータ電圧の差が供給されるとデータラインまた
は画素間の電圧変動の差と同程度に各ラインに電圧の差が大きく表れるために消費電力が
大きくなる。
【０００６】
このために、液晶表示装置は図１で表したようにデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…
ＤＬＮｎ）を任意の中間レベルで充電させるためのプリチャージスイッチ部（３０）を具
備する。プリチャージスイッチ部（３０）はビデオ信号が供給される前にデータライン（
ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）すべてをプリチャージ信号（Ｖｐｃ）で充電させデー
タライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）を初期化させる。プリチャージ信号（Ｖｐ
ｃ）は画素アレイ（１０）の下段に形成されたプリチャージライン（ＰＣＬ）から供給さ
れる。プリチャージスイッチ部（３０）はデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮ
ｎ）とプリチャージライン（ＰＣＬ）の間に接続されたＮｎ個のＴＦＴ（Ｔ１１、Ｔ１２
、…ＴＮｎ）を含む。ＴＦＴ（Ｔ１１、Ｔ１２、…ＴＮｎ）それぞれはプリチャージ制御
信号（ＰｒｅーＥＮ）によってターンオン（ turn-on）されてデータライン（ＤＬ１１、
ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）すべてをプリチャージライン（ＰＣＬ）に接続させる。プリチャ
ージ制御信号（ＰｒｅーＥＮ）は図２で分かるところ、ビデオ信号がデータライン（ＤＬ
１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）に供給される前にプリチャージ制御信号発生部（３２）か
ら発生される。
このようにデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）が供給される前に中間電圧
で充電されるとデータラインまたは画素の充 /放電時電圧変動が１ /２で減少されるので隣
接したデータラインまたは画素間のカップリングが減少して画質特性が改善される。また
、プリチャージによって電圧変動幅が減少されるほど消費電力が減るだけではなくビデオ
バスライン（ＶＬ１、ＶＬ２、…ＶＬＮ）にビデオ信号を供給するためのデータ駆動部（
図示しない）の出力信号スウィング（ swing）幅が１ /２に減少されてデータラインまたは
画素充電時間が減少される。
【０００７】
一方、図４に表れたようにプリチャージライン（ＰＣＬ）は画素アレイ（１０）上段に形
成することができる。この場合、プリチャージライン（ＰＣＬ）とディマルチプレクサ用
のＴＦＴ（Ｔ１１、Ｔ１２、…ＴＮｎ）の間にはプリチャージ用のＴＦＴ（Ｔ１１、Ｔ１
２、…ＴＮｎ）が形成される。
しかし、従来のプリチャージスイッチ部（３０）は別途のＴＦＴ（Ｔ１１、Ｔ１２、…Ｔ
Ｎｎ）とプリチャージ制御信号発生部（３２）が必要になるので表示パネルの有効表示面
積が減るようになって従来技術でプリチャージ制御用信号は１５～２０Ｖｐｐの高い電圧
のパルスを生成するためのレベルシフト（ Level Shifter）を追加するの製造費用が上昇
する短所がある。また、従来のプリチャージスイッチ部（３０）はＴＦＴ（Ｔ１１、Ｔ１
２、…ＴＮｎ）によって漏洩電流が発生されてデータラインまたは画素の電圧変動を誘発
して画質が劣化される問題点がある。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
従って、本発明の目的は別途のプリチャージ回路が必要なくてデータライン駆動方法及び
それを利用した液晶表示装置を提供するところにある。
本発明の他の目的はプリチャージタイムを減るようにしたデータライン駆動方法及びそれ
を利用した液晶表示装置を提供するところにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
前記目的を達成するために、本発明のデータライン駆動方法はデータラインをサンプーリ
ングするための制御信号に応答してデータラインを所定レベルで充電させる。
本発明のデータライン駆動方法は制御信号に応答してデータラインを所定レベルで充電さ
せる段階と、制御信号に応答してデータラインにビデオ信号を供給する段階とを含む。
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【００１０】
本発明のデータライン駆動方法は制御信号に応答してデータラインを相互に接続する段階
と、データラインを所定のレベルで充電させる段階と、制御信号に応答してデータライン
の間のパスを開放させる段階と、制御信号に応答してデータラインにビデオ信号を順次供
給する段階とを含む。
本発明の液晶表示装置は所定のレベルのプリチャージ信号を発生するためのデータ駆動手
段と、制御信号を発生する制御信号発生手段と、 信号入力ラインとデータラインの
間で設置されて制御信号に応答してデータラインをプリチャージ信号で充電させるための
切り換え手段とを具備する。
【００１１】
本発明の液晶表示装置は所定のレベルのプリチャージ信号を発生するためのプリチャージ
信号源と、制御信号を発生する制御信号発生手段と、制御信号に応答してビデオ信号入力
ラインとデータラインの間を切り換えるためのサンプリングスイッチ素子と、プリチャー
ジ信号を前記データラインに共通に供給するためのプリチャージラインと、制御信号に応
答してデータラインとプリチャージラインを切り換えるためのプリチャージスイッチ素子
とを具備する。
本発明の液晶表示装置は所定のレベルのプリチャージ信号を発生するためのプリチャージ
信号源と、制御信号を発生する制御信号発生手段と、制御信号に応答して一つのビデオ信
号を多数のデータラインに供給するためのディマルチプレクサと、プリチャージ信号が供
給されるプリチャージラインと、制御信号に応答してディマルチプレクサでの入力ライン
とプリチャージラインの間を切り換えるためのプリチャージスイッチ素子とを具備する。
【００１２】
【作用】
本発明によるデータ駆動方法及びそれを利用した液晶表示装置はサンプリングスイッチと
サンプリング制御信号を利用してデータラインをプリチャージさせる。
【００１３】
【発明の実施態様】
　以下、本発明の実施例 を添付した図５乃至図１１を参照して詳細に説明す
ることにする。
【００１４】
　図５及び図６を参照すると、本発明の第１ 例による液晶表示装置はＮｎ個のデータ
ライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）とｍ個のゲートライン（ＧＬ１、ＧＬ２、…
ＧＬｍ）の交差部に画素がマトリックス形態で配置された画素アレイ（４０）と、Ｎ個の
ビデオバスライン（ＶＬ１、ＶＬ２、…ＶＬＮ）とＮｎ個のデータライン（ＤＬ１１、Ｄ
Ｌ１２、…ＤＬＮｎ）の間に設置されてデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ
）にプリチャージ信号とビデオ信号（ Video１、 Video２、… VideoＮ）を順次供給するた
めのプリチャージ /サンプリングスイッチ部（５０）とビデオ信号（ Video１、 Video２、
… VideoＮ）を発生するためのデータ駆動部（５４）とを具備する。プリチャージ /サンプ
リングスイッチ部（５０）はデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）のすべて
にプリチャージ信号を供給した後、ビデオ信号（ Video１、 Video２、… VideoＮ）を順次
供給する役割をする。この /サンプリングスイッチ部（ ）はＮ個のビデ
オバスライン（ＶＬ１、ＶＬ２、…ＶＬＮ）の中のいずれかの一つのラインとｎ個のデー
タラインの間に接続されたＮ個のディマルチプレクサ（ＤＭＸ１、…ＤＭＸＮ）を含めて
、ディマルチプレクサ（ＤＭＸ１、…ＤＭＸＮ）それぞれはｎ個のＴＦＴを含む。ＴＦＴ
（Ｔ１１、Ｔ１２、…ＴＮｎ）それぞれは制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）につれてター
ンオン（ turn-on）されてＮ個のビデオバスライン（ＶＬ１、ＶＬ２、…ＶＬＮ）の中の
いずれか一つのラインに接続されたディマルチプレクサ入力ライン（ＤＩＬ１、…ＤＩＬ
Ｎ）を経由して供給されるプリチャージ信号及びビデオ信号（ Video１、 Video２、… Vide
oＮ）をデータラインに供給する。ＴＦＴ（Ｔ１１、Ｔ１２、…ＴＮｎ）のゲート端子に
供給される制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）はディマルチプレクサ制御信号発生部（５２
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）から発生する。データ駆動部（５４）はビデオバスライン（ＶＬ１、ＶＬ２、…ＶＬＮ
）に共通で接続されてプリチャージ信号及びビデオ信号（ Video１、 Video２、… VideoＮ
）順次ビデオバスライン（ＶＬ１、ＶＬ２、…ＶＬＮ）に供給する。データ駆動部（５４
）は図７で表したようにビデオバスライン（ＶＬ１、ＶＬ２、…ＶＬＮ）にそれぞれに接
続されたバッファ（ＢＦ１、ＢＦ２、…ＢＦＮ）と、ビデオ信号（ Video１、 Video２、…
VideoＮ）を切り換えるためのビデオ信号切り換え用のスイッチ（ＳＷＡ１、ＳＷＡ２、
…ＳＷＡＮ）と、供給電圧（Ｖｃｃ）を充 /放電するためのキャパシタ（Ｃ）と、キャパ
シタ（Ｃ）の充電電圧（Ｖｃ）をビデオバスライン（ＶＬ１、ＶＬ２、…ＶＬＮ）に供給
するためのプリチャージ信号切り換え用のスイッチ（ＳＷＢ１、ＳＷＢ、…ＳＷＢＮ）と
を具備する。バッファ（ＢＦ１、ＢＦ２、…ＢＦＮ）はビデオ信号（ Video１、 Video２、
… VideoＮ）の電圧レベルを画素アレイ（４０）に適合したレベルでレベル整合させる。
ビデオ信号切り換え用のスイッチ（ＳＷＡ１、ＳＷＡ２、…ＳＷＡＮ）キャパシタ（Ｃ）
が充電される期間が放電される期間に開けられる。ビデオ信号切り換え用のスイッチ（Ｓ
ＷＡ１、ＳＷＡ２、…ＳＷＡＮ）がキャパシタ（Ｃ）が充電される期間に開けられる反面
に、キャパシタ（Ｃ）はビデオ信号切り換え用のスイッチ（ＳＷＡ１、ＳＷＡ２、…ＳＷ
ＡＮ）が開けられた期間に供給電圧（Ｖｃｃ）を充電することと合わせてビデオ信号（ Vi
deo１、 Video２、… VideoＮ）が供給される期間、即ち、プリチャージ信号切り換え用の
スイッチ（ＳＷＢ１、ＳＷＢ、…ＳＷＢＮ）が閉められた期間に充電された電圧を放電す
ることでプリチャージ信号を発生する役割をする。
【００１５】
制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）それぞれは図８のように１水平動機信号（１Ｈ）の間、
同時にハイ論理に変じた次に、ビデオ信号（ Video１、 Video２、… VideoＮ）に同期して
順次ハイ論理で変化する。これを詳細にすると水平動機信号（Ｈ）がハイ論理に変化する
ことと共に第１乃至第ｎ制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）すべてがハイレベルで変化する
。そうすると第１乃至第１ｎＴＦＴ（Ｔ１１、Ｔ１２、…ＴＮｎ）は第１乃至第ｎ制御信
号（Φ１、Φ２、…Φｎ）に応答して同時にターンオンされることでプリチャージ信号を
データライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）に共通に供給する。この時、ビデオ信
号切り換え用のスイッチ（ＳＷＡ１、ＳＷＡ２、…ＳＷＡＮ）は開けてある状態を維持す
る反面に、ビデオ信号切り換え用のスイッチ（ＳＷＡ１、ＳＷＡ２、…ＳＷＡＮ）は閉め
られている状態を維持する。プリチャージ信号が供給された後、第１制御信号（Φ１）は
ハイ論理を維持する反面に、第２乃至第ｎ制御信号（Φ２乃至Φｎ）はロー論理で反転す
る。これと同時に、ビデオ信号切り換え用のスイッチ（ＳＷＡ１、ＳＷＡ２、…ＳＷＡＮ
）は閉められるようになり、プリチャージ信号切り換え用のスイッチ（ＳＷＢ１、ＳＷＢ
、…ＳＷＢＮ）は開けられる。これによって、第１ＴＦＴ（Ｔ１１）は第１制御信号（Φ
１）に応答してターンオン状態を維持してビデオ信号（ Video１、 Video２、… VideoＮ）
をデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）に供給するようになり、第２乃至第
ｎＴＦＴ（Ｔ１２、Ｔ１３、…Ｔ１ｎ…ＴＮ２、ＴＮ３…ＴＮｎ）はターンオフされる。
続いて、第１制御信号（Φ１）はロー論理に反転される反面に、第２乃至第ｎ制御信号（
Φ２乃至Φｎ）は順次ハイ論理に変化する。この時、ビデオ信号切り換え用のスイッチ（
ＳＷＡ１、ＳＷＡ２、…ＳＷＡＮ）は閉められた状態を維持する反面に、プリチャージ信
号切り換え用のスイッチ（ＳＷＢ１、ＳＷＢ、…ＳＷＢＮ）は開けてある状態を維持する
。これによって、第２乃至第ｎＴＦＴ（Ｔ１２、Ｔ１３、…Ｔ１ｎ…ＴＮ２、ＴＮ３…Ｔ
Ｎｎ）は順次ターンオンされてビデオ信号（ Video１、 Video２、… VideoＮ）をデータラ
イン（ＤＬ１２、ＤＬ１３、…ＤＬ１ｎ…ＤＬＮ２、ＤＬＮ３、…ＤＬＮｎ）に供給する
。
【００１６】
　このように、本発明の第１ 例による液晶表示装置はディマルチプレクサ制御信号発
生部（５２）から発生する制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）を利用してプリチャージさせ
ることと共にデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）を駆動させる。その結果
、別途のプリチャージ信号を発生するための駆動回路とプリチャージ信号切り換え用のＴ
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ＦＴが不要になる。共に、充電能力または駆動能力が優秀なディマルチプレクサ用のＴＦ
Ｔをプリチャージ用のＴＦＴで使用することでプリチャージタイムを減らせる。一方、デ
ータ駆動部の出力ラインまたは出力ピンすべてが短絡（ short）される時プローリング状
態で切り換えされてプリチャージ信号を発生したりキャパシタ（Ｃ）の代わりに別途の電
圧供給原画プリチャージ信号を発生することができる。
【００１７】
　図９を参照すると、本発明 施例による液晶表示装置はデータライン（ＤＬ１１、Ｄ
Ｌ１２、…ＤＬＮｎ）の間に直列に接続されてデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…Ｄ
ＬＮｎ）を共通に接続させるためのプリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１、…Ｃ
Ｔｂｎ）とを具備する。
【００１８】
　プリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂｎ）は隣接したデータライン
、例えば、第１データライン（ＤＬ１１）と第２データライン（ＤＬ１２）の間に二つの
プリチャージ用のＴＦＴが直列接続されるように配置される。共に、プリチャージ用のＴ
ＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂｎ）は隣接したディマルチプレクサ用のＴＦＴの例
をあげると。第１ディマルチプレクサ用のＴＦＴ（Ｔ１１）と第２ディマルチプレクサ用
のＴＦＴ（１２）の間に二つのプリチャージ用のＴＦＴ が直列に接続されるように配
置される。即ち、第１及び第２データライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２）の間に接続された第
１及び第２プリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１）は第１及び第２ディマルチプ
レクサ用のＴＦＴ（Ｔ１１、Ｔ１２）の間に直列接続される。プリチャージ用のＴＦＴ（
ＣＴａ１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂｎ）に供給される制御信号は隣接したデータラインに接続
されたディマルチプレクサ用のＴＦＴの制御信号と同一である。これによって、プリチャ
ージ用のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂｎ）それぞれはディマルチプレクサ制御
信号発生部（６２）から発生された制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）に応答して隣接した
データラインに接続されたディマルチプレクサ用のＴＦＴと同時に制御される。例えば、
ディマルチプレクサ制御信号発生部（６２）から発生された第２制御信号（Φ２）は第２
ディマルチプレクサ用のＴＦＴ（Ｔ１２）、第２プリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ１）及
び第３プリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ２）を同時に制御する。従って、第２制御信号（
Φ２）は第２プリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ１）及び第３プリチャージ用のＴＦＴ（Ｃ
Ｔａ２）を制御するための制御信号（ｊ１、Φｉ２）となる。
【００１９】
制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）それぞれは図８と実質的に同一である。即ち、制御信号
（Φ１、Φ２、…Φｎ）それぞれは１水平動機信号（１Ｈ）の間、同時にハイ論理に変化
する。これによって、水平動機信号（Ｈ）がハイ論理に変化することと同時に第１乃至第
ｎ制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）すべてがハイレベルで変化することでプリチャージ用
のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂｎ）が同時にターンオンされてデータライン（
ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）すべてを短絡させる。この時、図６に図示されたよう
にデータ駆動部（５４）はデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）にビデオ信
号（ Video１、 Video２、… VideoＮ）を供給するためのデータ信号の平均値に該当する信
号を発生する。この信号はプリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂｎ）
がターンオンされる間に、データライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）に供給され
てデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）　すべてを同一のレベルでプリチャ
ージさせる。データライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）がプリチャージされた次
に制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）それぞれはビデオ信号（ Video１、 Video２、… Video
Ｎ）に同期して順次ハイ論理に変化する。一方、ビデオ信号（ Video１、 Video２、… Vide
oＮ）が供給される間に、隣接したデータラインの間の二つのプリチャージ用のＴＦＴが
直列接続されるので隣接したデータラインの間に接続されたプリチャージ用のＴＦＴはビ
デオ信号（ Video１、 Video２、… VideoＮ）が供給される間、同時にターンオンされなく
なる。従って、プリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂｎ）はデータラ
イン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）に供給されるビデオ信号（ Video１、 Video２、
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… VideoＮ）に影響を与えなくなる。換言すれば、ビデオ信号（ Video１、 Video２、… Vid
eoＮ）が供給される間に、隣接したデータラインの間に接続されたプリチャージ用のＴＦ
Ｔは同時にターンオンされないために隣接したデータラインが短絡されることを防止する
ことができる。
【００２０】
このように、図９に図示された液晶表示装置はディマルチプレクサ制御信号発生部（５２
）から発生される制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）を利用してデータライン（ＤＬ１１、
ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）をプリチャージさせることで別途のプリチャージ制御信号発生部
が不要になる。また、図９に図示された液晶表示装置は隣接したデータラインの間に直列
に接続されたプリチャージ用のＴＦＴが一つのプリチャージ用のＴＦＴに比べて抵抗値が
大きくなるのでデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）側に印加される漏洩電
流を最小化することができる。一方、隣接したデータラインの間に接続されたプリチャー
ジ用のＴＦＴを制御するための制御信号（Φｉ１、Φｊ１、……、Φｉｎ、Φｊｎ）はビ
デオ信号（ Video１、 Video２、… VideoＮ）が供給される間に隣接したデータラインが短
絡されないように隣接されないことが好ましい。また、制御信号（Φｉ１、Φｊ１、……
、Φｉｎ、Φｊｎ）の負荷は同一に維持することが好ましい。これは制御信号（Φｉ１、
Φｊ１、……、Φｉｎ、Φｊｎ）のライジングタイム（ rising time）フォーリングタイ
ム（ falling time）を同一に維持して画質均一度を得るためである。
【００２１】
　図１０を参照すると、本発明の第 例による液晶表示装置はデータライン（ＤＬ１
１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）とプリチャージライン（ＰＣＬ）の間に直列に接続されてプ
リチャージ信号（Ｖｐｃ）をデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）に共通に
供給するためのプリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂｎ）とを具備す
る。プリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂｎ）は一つのデータライン
とプリチャージライン（ＰＣＬ）の例をあげると、第１データライン（ＤＬ１１）とプリ
チャージライン（ＰＣＬ）の間に二つのプリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴａ２）
が直列に接続されるように配置される。プリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１、
…ＣＴｂｎ）に供給される制御信号は隣接したデータラインに接続されたディマルチプレ
クサ用のＴＦＴの制御信号と同一である。これによって、プリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴ
ａ１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂｎ）それぞれはディマルチプレクサ制御信号発生部（６２）か
ら発生された制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）に応答して隣接したデータラインに接続さ
れたディマルチプレクサ用のＴＦＴと同時に制御される。
【００２２】
制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）それぞれは図８と実質的に同一である。即ち、制御信号
（Φ１、Φ２、…Φｎ）それぞれは１水平動機信号（１Ｈ）の間、同時にハイ論理に変化
する。これによって、水平動機信号（Ｈ）がハイ論理に変化することと同時に第１乃至第
ｎ制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）すべてがハイレベルに変化することでプリチャージ用
のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂｎ）が同時にターンオンされてデータライン（
ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）のすべてをプリチャージライン（ＰＣＬ）に短絡させ
る。この時、プリチャージ信号（Ｖｐｃ）のすべてを同一なレベルでプリチャージさせる
。データライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）がプリチャージされ、次に、制御信
号（Φ１、Φ２、…Φｎ）それぞれはビデオ信号（ Video１、 Video２、… VideoＮ）に同
期して順次ハイ論理に変化する。
【００２３】
図１０に図示された液晶表示装置はデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）を
プリチャージさせるのに適合したプリチャージ信号（Ｖｐｃ）を供給することで図９に図
示された液晶表示装置に比べてプリチャージ後、データライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…
ＤＬＮｎ）の電圧を均一にすることができる。
【００２４】
　図１１を参照すると、本発明の第 例による液晶表示装置はディマルチプレクサ入
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力ライン（ＤＩＬ１、…ＤＩＬＮ）とプリチャージライン（ＰＣＬ）の間に直列に接続さ
れてプリチャージ信号（Ｖｐｃ）をデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）に
共通に供給するためのプリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂ１ /ｎ）
とを具備する。　プリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂ１ /ｎ）は一
つのディマルチプレクサ入力ラインとプリチャージライン（ＰＣＬ）の例をあげると、第
１ディマルチプレクサ入力ライン（ＤＩＬ１）とプリチャージライン（ＰＣＬ）の間に二
つのプリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１）が直列に接続されるように配置され
る。プリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂ１ /ｎ）に供給される制御
信号は隣接したデータラインに接続されたディマルチプレクサ用のＴＦＴの制御信号と同
一である。これによって、プリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂ１ /
ｎ）それぞれはディマルチプレクサ制御信号発生部（６２）から発生された制御信号（Φ
１、Φ２、…Φｎ）に応答して隣接したデータラインに接続されたディマルチプレクサ用
のＴＦＴと同時に制御される。
【００２５】
制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）それぞれは図８と実質的に同一である。即ち、制御信号
（Φ１、Φ２、…Φｎ）それぞれは１水平動機信号（１Ｈ）の間、同時にハイ論理に変化
する。これによって、水平動機信号（Ｈ）がハイ論理に変化することと同時に第１乃至第
ｎ制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）すべてがハイレベルで変化することでプリチャージ用
のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂ１ /ｎ）が同時にターンオンされてデータライ
ン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）のすべてをプリチャージライン（ＰＣＬ）に短絡
させる。データライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）がプリチャージされた次に、
制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）それぞれはビデオ信号（ Video１、 Video２、… VideoＮ
）に同期して順次ハイ論理に変化する。
【００２６】
図１１に図示された液晶表示装置は図９及び図１０に図示された液晶表示装置と対比する
とき、プリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂ１ /ｎ）がディマルチプ
レクサ入力ライン（ＤＩＬ１、…ＤＩＬＮ）とプリチャージライン（ＰＣＬ）の間に直列
に接続されためにプリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂ１ /ｎ）の数
が少なくとも１ /ｎほど減る。従って、図１１に図示された液晶表示装置は図９及び図１
０に図示されたそれらと対比してプリチャージ回路が占める面積を減らせる。また、プリ
チャージ回路がサンプリングスイッチ部の上に位置するのでプリチャージ回路による画質
の劣化を最小化させることができる。
【００２７】
【発明の効果】
上述したように、本発明によるデータライン駆動方法及びそれを利用した液晶表示装置は
サンプリングスイッチとサンプリング制御信号を利用してデータラインをプリチャージさ
せることでプリチャージスイッチ、プリチャージ制御信号発生用の回路、別途のプリチャ
ージ回路が不要になる。本発明によるデータライン駆動方法及びそれを利用した液晶表示
装置は駆動能力が大きいサンプリングスイッチを利用してデータラインをプリチャージさ
せることでプリチャージタイムを減らせる。
【００２８】
　以上説明した内容を通して当業者で ば本発明の技術思想を一脱しない範囲で多様な
変更及び修正が可能であることが分かる。従って、本発明の技術的な範囲は明細書の詳細
な説明に記載された内容に限らず特許請求の範囲によって定めなければならない。
【図面の簡単な説明】
【図１】　図１は従来の液晶表示装置を表した図面である。
【図２】　図２は図１に図示された液晶表示装置のデータラインの駆動信号を表す波形図
である。
【図３】　図３は図１に図示されたデータラインの電圧変動を表す図面である。
【図４】　図４は従来の異なる液晶表示装置を表す図面である。
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【図５】　図５は本発明の第１ 例による液晶表示装置を表す図面である。
【図６】　図６は図５に図示された液晶表示装置のデータ駆動部を表す図面である。
【図７】　図７は図６に図示されたデータ駆動部の出力部の構成を詳細に表す図面である
。
【図８】　図８は図５に図示された液晶表示装置のデータラインの駆動信号を表す波形図
である。
【図９】　図９は本発明 施例による液晶表示装置を表す図面である。
【図１０】　図１０は本発明の第 例による液晶表示装置を表す図面である。
【図１１】　図１１は本発明の第 例による液晶表示装置を表す図面である。
【符号の説明】
　１０、４０：画素アレイ　２０：サンプリングスイッチ部　２２、５２、６２：ディマ
ルチプレクサ制御信号発生部　３０：プリチャージスイッチ部　３２：プリチャージ制御
信号発生 ０：プリチャージ /サンプリングスイッチ部　５４：データ駆動部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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摘要(译)

要解决的问题：为了获得数据线驱动方法，其不需要额外的预充电电
路，通过响应于用于采样数据线的控制信号对规定电平的数据线充电。
解决方案：各个薄膜晶体管（TFT）T11至TNn根据控制信号＆amp; 
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提供给数据线。提供给TFT11至TNn的栅极端子的信号和电流由多路分
配器控制信号产生部分52产生。换句话说，液晶显示装置利用由信号产
生的信号和电流1进行预充电操作。部分52并驱动数据线DL11到DLNn。
结果，不需要产生附加预充电信号的驱动电路和切换预充电信号的
TFT。
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